
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界中で大ヒットを記録したハリウッド版

の『ＧＯＤＺＩＬＬＡ（ゴジラ）』ですが、すでに

続編が決定しておなじみの「モスラ」「ラド

ン」「キングギドラ」の三大怪獣も登場する

そうです。ゴジラの誕生は、さかのぼるこ

と 60 年前の１９５４年。今年めでたく還暦を

迎えたゴジラ（所長井内、増田税理士も！）

に、赤いチャンチャンコは似合うかな。 

三匹のタイを捕まえろ！ 

 

魚といえば北海道ではサケ、全国的には鯛（タイ）でしょうか。ところで、人の中には三匹のタイがいると言わ

れています。それは「愛されタイ」、「認められタイ」、「役に立ちタイ」。特に職場では認められタイ・役に立ちタイ

はとても大きな存在で、まちがいなく真鯛（マダイ）クラスではないでしょうか。人は職場で認められない・役に

立たない状態では誰でもが持っている輝きを失い、暗くなり、病気になり、退職という結果になりかねません。職

場全体が暗くなりますね。又、このような人が社長か上司だと、部下を必要以上に批難することにより、自分の

「認められタイ」「役に立ちタイ」という欲求を満たすことになります。「（俺はできるのに）どうしてこんな事でき

ないんだ、なんでこんな事わからないんだ」、「できないやつだ、給与分働け」・・・。言われた方は暗くなります。虫

でも明るい方へ飛んでいきます。暗い職場ではお客様は増えないのではないでしょうか。 

では、どうしたら社員が「認められたい」、「役に立ちたい」という気持ちを持つ 

事ができ、明るくなれるのか。まず、認められタイを満たす第一歩はあいさつだと 

思います。相手をしっかり見て明るくあいさつをして存在を認めてあげる。朝のあ 

いさつだけで相手をチャージできれば名人級ですね。そして、時には良いところ 

を見つけて相手に伝える。役に立ちタイを満たす方法は、できたことを認めてあ

げることだと思います。どんな社員でもなんらかの役に立つことを行っています。つまり、欠点を見るのではな

く長所を見て、伝えて、感謝することです。「人の短所を指摘するのは３才の子どもでもできる」といいますが、長

所を見つけてさりげなく伝えるのにはなかなかの人間力が必要です。こんな事で「認め、感謝すると勘違いす

る」「これで良いと思い成長が止まる」などと考えず、まずはやってみましょう。（自分自身に言っています。） 

明るい職場を目指してお互いにがんばりましょう。 
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『お礼の言葉』  傳住 さゆり 

 

この度 9月末をもちまして、中央総合会計を退職させて頂くことになりました。 

お取引先の皆様におきましては、大変お世話になりました。お客様には、私の至らぬ点も多々あった事と思

いますが、優しくお声をかけて頂きとても嬉しく、社長を始め担当者様とのお話しは、勉強にもなり刺激にも

なりました。お客様との出会いで学ばせて頂いた沢山の事を糧にこれからも成長していきたいと思います。 

職場の仲間との別れもとても淋しく感じています。淋しいと感じる程、明るさ・優しさ・時には厳しさ!?（←こ

れ内緒ですよ。）（あっ・・・、バレターッ!!）が、たくさんたくさん溢れた職場です。今後もそんな元気や優しさが

溢れた中央総合会計をどうぞよろしくお願い致します。 

これからも皆様のなお一層のご繁栄をお祈りしております。本当にお世話になりました。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社長の人柄を磨くために九思あり】 

 

商売がうまくいっているケースを見ると、結局は社長の人柄がものをいうのだろうと考え 

させられることが多々あります。「100 万分の１グラム」という世界最小の歯車を生み出して、 

一躍脚光を浴びた樹研工業の松浦元男社長は、地元の暴走族などを社員として受け入れて 

きたことでも知られています。創業以来、人の採用は先着順。学歴も国籍も性別も問わず、 

履歴書も見なければ面接も試験もなし。「誰もが無限の可能性を秘めた存在」が松浦社長の 

モットーで、その背景には「人は本来“善い生き物”」という前向きな姿勢で人を信用しようとする気持ちがあるよ

うです。成果主義や合理主義とは正反対の松浦流経営手法を、「そんな精神論は聞き飽きた」と思う方もいるか

もしれません。松浦社長自身も最初は「こいつらで大丈夫か？」と疑心暗鬼だったそうです。しかし、入社したば

かりの社員には工場で徹底的に基本を叩き込み、世界に通用する技術者に育て上げる仕組みを整え、何年もか

けて人材を育成した結果が「世界最小の歯車」につながりました。前向きな姿勢で人を信じる気持ちがあれば社

員は期待以上の成果を出す。この信念は、そのまま松浦社長の人柄に通じているといえるでしょう。リーダー（君

子）の資質について多くの言葉を残している孔子は、『論語』の中で「君子に九思あり」と説いています。孔子自身

が立派なリーダーでありながらも、常にこの「九思」をもって自らを磨いていたのです。 

1.物事の本質を明確に見ること 2.人の話はちゃんと聞くこと 3.穏やかな表情を保つこと 4.謙虚にふるま

うこと 5.言行一致で誠実に話すこと 6.仕事は慎重かつ尊敬の念を持って行うこと 7.疑問があったら質問

すること 8.怒るときはしこりが残らぬようにすること 9.うまい話にはのらぬこと 

社長の人柄は多かれ少なかれ商売に影響を与えるようです。だとすれば、九思の実践は容易ではありません

が、自分を成長させる糧として、ひいては商売を成功させる策のひとつとして先人の教えを心に刻んでおきた

いものです。 

【今月の教えてキーワード：企業年金】 
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退職の挨拶 


